
博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 

博士論文内容の要旨 

本研究では漢字書字過程を「構造の想起」、「要素の想起」及び「要素の挿入」の

3 段階と仮定し、①漢字部首構成、②漢字の構造を答える、③構造から漢字を答え

る、④漢字正誤判断の 4 課題を作成した。これらを健常者 30 名、失書 16 名に実施

したところ、②・③の両課題が困難で、次いで①、そして④は対象者全員が正解し

た。この結果から易から難に向かって 1)漢字の視覚認知、2)要素の配置、3)構造・

要素の想起、の 3 段階系列が確認された。そして漢字形態の知識が保たれた症例と

保たれていない症例との間に書字の誤反応に相違が認められ、病巣の拡がりも異な

っていることを明らかにした。 

 

博士論文審査結果の要旨 

発表者は予備審査での指摘事項に対する回答と、論文の修正箇所について説明した。

特に病巣部位との関連について、漢字形態の知識の水準が重症化するにしたがって皮

質下（被殻及び視床）、下頭頂小葉、上・中側頭回と、順に病巣が広がって行く、と

いう関連性が認められたことを報告し、審査員はその意義を確認した。関連課題との

関係、通過基準設定の方法、統計手法、症例の属性、失書症例の症状に関して、症例

及び分析方法上の詳細を確認した。特に本邦における失書研究における本研究意義を

検討した。 
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